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  小児がん拠点病院としての 
  東北大学病院内の取組み 

＜東北大学病院の中核・拠点病院指定＞ 
 
     がん診療連携拠点病院 
       ＞東北大学病院がんセンター 
     小児がん拠点病院 
       ＞小児腫瘍センター 
     臨床研究中核病院 
         ＞臨床研究推進センター 
           造血細胞移植拠点病院 
           がんゲノム医療中核病院 
                  ＞個別化医療センター 



個別化医療センター 

バイオバンクの設立 
個別化がんゲノム解析の推進 
がんゲノム情報に基づく個別化治療・分子標的薬の提案 
将来のがん医療への貢献 



１．東北大学病院がんセンター内に 
 ＜小児腫瘍センター＞を組織化した。 
 
２．小児医療センターでの入院環境の整備 
 １）西5階病棟に付き添い者用ベッド(図1) 
   を購入した。 
 ２）病棟内セミクリーン域（個室6床）の 
   設置とプレイルーム増設、 
   セキュリティーシステムの導入。 

 
３．脳脊髄腫瘍の診療体制の強化 
 脳神経外科中心の診療体制から、小児科も参画する共同診療体制へ。 

 
４．新規臨床試験への参加 
 横紋筋肉腫に対するWT1ワクチン療法、IntreALLの治験実施施設となった。 

 
５．多職種スタッフの新規雇用 
 臨床心理士２名を病院雇用とし、保育士を増員して計５名とした。 

 ＣＬＳを１名新規雇用した。 

  
 
 
 

図1 

東北大学病院における小児がん診療体制 



６．長期フォローアップ外来、移植後フォローアップ外来の充実 
 週２回の長期フォローアップ外来体制。 
 医師、専属看護師、臨床心理士による月４回の移植後フォローアップ外来。 
 

７．多職種スタッフによる小児がん総合カンファレンス 
 医師、看護師、臨床心理士、CLS、MSW、院内学級教師、保育士による 
 週１回の定期開催 
 

８．緩和ケアチームとの連携強化 
 東北大学病院がんセンター内で連携体制による、早い段階からの介入。 
 

９．遠隔医療設備の充実 
 宮城県立こども病院との、インターネットカンファレンス設備を導入。 
 東北地区小児がん診療病院１０施設との、インターネットカンファレンス設備を  
 導入。 
 

１０．小児腫瘍センターホームページ、小児がん相談室の開設 
 病院ホームページに小児腫瘍センターに関するＨＰを開設し、情報公開と相談受  
 付を行っている。 
  



小児がん多職種スタッフの構成 

１．医師  
  血液腫瘍免疫グループスタッフ 
  スタッフ医師 ６名 （小児血液・がん学会専門医４名） 
  ＋後期研修医 ３名 
２．看護師 
  小児専門看護師 
  緩和ケア専門看護師 
３．院内学級教師 
４．臨床心理士 ３名 
５．MSW ２名 
６．CLS １名 
７．小児専門HCTC（造血細胞移植コーディネーター） １名 
８．病棟保育士 ５名 
９．病棟薬剤師 ２名 



多職種カンファレンスと緩和ケア医師の参加 
1)多職種カンファレンス 

2)緩和ケアの整備 

多職種カンファレンス名 メンバーの専門性・職種 開催頻度 内容 

1 Pediatric Oncology Conference(POC) 
小児科医、小児外科医、整形外科医、
放射線科医 

隔週木曜日 
各関連科の医師間において、全ての小児がん患者の診断と治
療方針の決定および経過報告を行う。 

2 小児脳腫瘍カンファレンス 小児科医、脳神経外科医 月1回 
小児科医、脳神経外科医の医師間において、小児脳腫瘍患者
の診断と治療方針の決定および経過報告を行う。 

3 小児がん総合カンファレンス 
小児科医、看護師、臨床心理士、院
内学級教師、MSW 

毎週金曜日 
各職種間で、入院小児がん患者の臨床経過の情報共有を行い、
精神的社会的側面の対応を検討する。 

4 移植カンファレンス 
小児科医、看護師、臨床心理士、院
内学級教師 

造血幹細胞移植施行前に随時 
各職種間で、造血幹細胞移植を予定している小児がん患者の臨
床経過の情報共有と移植準備の打ち合わせを行う。 

5 東北大学病院化学療法カンファレンス 
小児科医、化学療法担当医、看護師、
薬剤師 

月１回 
病院全体として、化学療法施行症例の検討や化学療法に関する
勉強会を行う。 

6 神経画像および放射線治療カンファレンス 放射線科、脳神経外科 毎週火曜日 
脳腫瘍各症例の画像および手術ビデオを総合的に深く検討し、
放射線治療の具体的方法とその結果を検討する。 

7 脳腫瘍病理カンファレンス 病理診断医、脳神経外科、小児科 毎週水曜日 脳腫瘍各症例の病理組織所見を顕微鏡下で検討する。 

8 神経放射線カンファレンス 放射線科、神経内科、脳神経外科 年4回 脳腫瘍難治症例や稀少疾患症例を呈示し、議論を行う。 

9 小児固形腫瘍病理カンファレンス 病理診断医、小児科、小児外科 月１回 小児固形腫瘍各症例の病理組織所見を顕微鏡下で検討する。 

10 宮城県立こども病院合同カンファレンス 小児科医 月１回 
当院と宮城県立こども病院血液腫瘍科医師間において、小児が
ん患者の診断と治療方針の決定を行う。 

職種 常勤／非常勤 専門分野 

1 医師 常勤 緩和医療科 

2 医師 常勤 緩和医療科 

3 医師 常勤 緩和医療科 

4 医師 常勤 腫瘍内科 

5 医師 常勤 小児科 

6 医師 常勤 精神科 

7 看護師 常勤 がん性疼痛看護認定看護師 

8 看護師 常勤 緩和ケア認定看護師 

9 看護師 常勤 乳がん看護認定看護師 

10 薬剤師 常勤 日本薬剤師研修センター認定薬剤師 

東北大学病院がんセンター内に、 
・小児腫瘍センター 
・緩和ケアチーム（右：構成メンバー） 
 が組織化されている。 
緩和ケア医師が 
小児がんカンファレンスに参加 



長期フォローアップ外来、移植後フォローアップ外来 

長期フォローアップ外来 
・月曜日、金曜日午後に開設。 
・内分泌専門医、循環器専門医、看護師、  
 臨床心理士と連携して診療を行う。 
・宮城県がん生殖医療ネットワークを設立。 
 
 小児がん専門医：２名 
 外来患者数： 
  治療終了後５年以上経過 月１０－２０例 

移植フォローアップ外来 
・第２、第３週の月曜日、金曜日に開設。 
・内分泌専門医、循環器専門医、看護師、  
 臨床心理士、MSWと連携して診療を行う。 
・月初めに小児がん専門医と上記担当者が 
 事前にカンファレンスを行う。 
・問診票の作成、記録。 
 
小児がん専門医：２名 
外来患者数：月２０例前後 

カンファ（月1回、金曜日） 

• 次回外来患者のFU内容の確認 

• 外来受診患者の申し送り 

外来 

• 専門Nrs.による指導 

• 診察 

• 問診票による問診、記録 



 高校生学習支援体制 
～ＡＹＡ世代への対応～ 

「小児医療センター 高校生学習支援サークル」 



退院前の個別の復学カンファレンス 

医師 
看護師 
院内学級教師 
臨床心理士 



小児がん相談室 

東北大学病院小児腫瘍センターHP 
https://www.ped-onc.hosp.tohoku.ac.jp/ 



小児がん相談室に患者相談窓口、
HP相談窓口サイトと専用電話を 

開設しています 



小児がん拠点病院における 
東北ブロックとしての取組み 



東北ブロック小児がん医療提供体制協議会の構成 

小児がん拠点病院（1施設） 
・東北大学病院        宮城 

小児がん連携病院（9施設） 
・弘前大学病院         青森 
・青森県立中央病院      青森 
・秋田大学病院         秋田 
・秋田中通総合病院      秋田 
・岩手医科大学病院                岩手 
・岩手県立中部病院                岩手 
・山形大学病院         山形 
・宮城県立こども病院      宮城 
・福島県立医科大学病院   福島 

岩手県立中部病院 

青森県立中央病院 
岩手県立中部病院 
 ＞長期フォローアップ中心の診療 



東北ブロック連携のための具体的方法 

1) 研究会、セミナーの開催 

小児がん診療に関する研究会、セミナーの開催 
（対象：医師、看護師、検査技師、臨床心理士、CLS等） 

実施期間 対象者 人数 研  修  内  容 

年1回（4月）     医師 50 
東北小児白血病研究会において、ミニレクチャー
および特別講演による小児がん専門知識の習得
と、小児がん症例検討を行う。 

年1回(3月） 医師 50 
東北小児がん研究会において、特別講演による小
児がん専門知識の向上と、小児がん症例検討を
行う。 

年１回（２月） 医師 30 
東北免疫不全症研究会において、原発性免疫不
全症および小児がん合併例の症例検討を行う。 

今年度は多職種を対象とした 
拠点病院主催のセミナーを企画する予定 



2) 小児がん診療病院間の情報収集と提供：遠隔医療体制 

3)ブロック協議会の下に設置する部会 

 東北ブロック小児がん相談支援部会の設立  
 開催回数：年２回の定期開催 
 内容：相談支援に関する勉強会と施設間の情報交換 
 職種：看護師、臨床心理士、院内学級教師、保育士、ＣＬＳ、ＭＳＷ 
 TV会議システムを活用 
 東北ブロック小児がん相談支援部会WEBカンファレンス  

 宮城県立こども病院との合同カンファレンス 
  開催回数：月１回 テレビカンファレンス および３月毎に対面カンファレンス  
  内容：小児がん症例検討と情報共有 
 

 東北ブロック小児がん診療病院合同WEBカンファレンス  
  全小児がん診療病院がネットワーク接続可能となっている 
  東北がんネットワーク 小児がん専門委員会 
  開催回数：年３回の定期開催へ 
   内容：小児がん症例検討と情報共有 
  TV会議システムを活用 

東北ブロック連携のための具体的方法 

弘前大学、秋田大学、 
岩手医科大学、福島県立医大に 

専用端末を当予算で設置 



 今年度の合同WEBカンファレンスの予定 

１．東北ブロック小児がん診療病院合同WEBカンファレンス 
 
  第  9回  2019年 7月12日（金） 5:30PM- 
  第10回  2019年10月18日（金） 5:30PM- 
  第11回  2020年 1月10日（金） 5:30PM- 
 

２．東北ブロック小児がん相談支援部会WEBカンファレンス 
 
  第 7回  2019年 8月 3日（土） 1:00PM- 
    第 8回  2020年 2月 1日（土） 1:00PM- 



宮城県がん生殖医療ネットワーク 
   ～ＡＹＡ世代への対応～ 



高校生の復学支援に向けた県・教育行政との連携 
           (福島県の場合） 

県単位での復学支援制度作り 
＝各県で同等の制度整備が重要 



東北大学病院・宮城県立こども病院2施設 
/3年間において 
 
・移植人数      計34人 
・再接種実施人数 計11人 
・再接種予定人数 計11人 
・再接種実施および予定で仙台在住人数 
            計14人（約3分の2） 

同種造血幹細胞移植後予防接種の無償化に向けた 
           行政との連携 

仙台市は2019年4月に

助成制度を設置した。
仙台市外ではまだ 
公的制度がない。 

患者個別に対応頂いた
市町村もあった。 

日本造血細胞移植学会  
予防接種ガイドラインに 
即した公的助成制度を、 

全国均一に設置する方向性
が必要ではないか。 

仙台市では、旧予防接種法内
での助成内容となっており、 

年長児はインフルエンザ菌b型
と肺炎球菌ワクチンが 

助成されないケースもあった。 




